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研究成果の概要（和文）：本研究は①日本の在宅における介護サービス利用者とその家族介護者の睡眠状況と介
護負担感や家庭血圧について客観的デバイスを用いた中長期的な追跡調査を実施し因果関係を検証し、②台湾
（台北医学大学）、インドネシア（インドネシア大学）との3か国間比較調査を行った。①の日本における研究
では就労する家族介護者は有意に介護負担感とネガティブ感情が高く、睡眠時間と入床時間（横になっている時
間）が有意に短いことが明らかになった。②の日本、台湾、インドネシアとの3か国間比較調査では、日本の家
族介護者において介護負担感が有意に高く、要介護高齢者においては特に台湾において睡眠と抑うつとの有意な
関連が認められた。

研究成果の概要（英文）：In Japan, the mean participant age of family caregivers(FCs) was 66.3 ± 10.
8 years (72.0% female), and the mean survey period was 29.1 ± 9.6 days (866 observations). The mean
 total sleep time(TST) of FCs was 5.7 ± 1.4 hours. In total, 32.0% of FCs were employed either 
full- or part-time. TST of employed FCs was significantly associated with care burden and negative 
affect. Additionally, TST of unemployed FCs was associated with negative affect; thus, when they 
slept one hour longer than their mean TST, they experienced less negative affect the following day. 
A reduction in TST could lead to increased care burden and more severe negative affect the following
 day, which may be moderated by employment status.
In a trilateral comparative survey with Japan, Taiwan, and Indonesia, the care burden was 
significantly higher among Japanese family caregivers, and a significant association between sleep 
and depression was found among elderly people requiring care in Taiwan.

研究分野：高齢者看護学および地域看護学関連
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ティブ感情
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研究成果の学術的意義や社会的意義
日本において在宅介護サービスを利用し就労中の家族介護者は就労していない家族介護者と比べて介護負担感と
ネガティブ感情が高く、デバイスで測定した客観的な睡眠時間と入床時間が短く、前日の睡眠時間が短くなるほ
ど翌日の介護負担感が益々高かったことから、在宅で介護サービスを利用する家族介護者には睡眠時間が確保で
きているかにも着目して様々なサポートを考えていく必要があることが示唆された。日本、台湾、インドネシア
の3か国間比較調査では、日本の家族介護者は介護負担感が高いこと、台湾の要介護高齢者は睡眠と抑うつに関
連があり、超高齢社会となる各国の在宅支援のあり方を検証するための有益な情報を提供できた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
高齢化の国際的動向はアジア諸国においても日本をはるかに上回るペースで高齢化が進んで
いる。特に台湾では、2018 年に総人口のうち 65歳以上の高齢者が占める割合が 14%以上の高
齢化社会、2025年には 21%以上の超高齢社会を迎え、日本を上回るペースで高齢化が進むこと
が予測されている。日本と同様に超高齢社会における高齢者の在宅支援が喫緊の課題であり、長
期ケアシステムの構築に力を入れており、家族介護者の介護負担感に与える要因についての検
証を進めようとしている。 
 
２．研究の目的 
本研究は、日本の在宅における家族介護者の睡眠状況と介護負担感や家庭血圧について客観
的にデバイスを用いて測定し、心理社会的側面との関連について中期的な追跡調査により縦断
的な変化を調査するとともに、台湾との二国間比較調査を行い、日本だけではなくアジア諸国に
おける高齢者支援のあり方を検証し、長寿社会に貢献する施策のための知見を提示することを
目的とした。加えて、2019 年よりインドネシア大学とも国際比較が可能となったため、アジア 3
か国間での比較調査を行うことを目的とした。 
 
３．研究の方法 
本研究は次の 2つの計画（①②）を実施した。①日本の在宅における介護サービス利用者とそ
の家族介護者の睡眠状況と介護負担感や家庭血圧について客観的デバイスを用いた中長期的な
追跡調査を実施し、因果関係を検証する。②台湾（台北医学大学）、インドネシア（インドネシ
ア大学）との 3か国間比較調査を行う。 
調査地域・対象者の選定（日本・台湾・インドネシア）は以下とした。 
日本：研究代表者の所属する神戸大学大学院保健学研究科において倫理審査の承認を得たの
ち、2016 年度より睡眠状況と介護負担に関する調査を実施している対象地域に所在す
るデイサービスセンター、ショートステイホーム、ケアプランセンター、訪問介護・訪
問看護ステーション、家族介護者の会などに調査協力を依頼し、2020 年度末にかけて
①では 25組 50 名、②では 39組 78 人を研究対象とした。 

台湾：研究代表者の所属する神戸大学大学院保健学研究科と部局間学術交流協定を締結して
いる台北医学大学の研究チーム（Prof. Chung ら）により、台北医学大学において 2019
年 8 月に倫理審査の承認を得たのち、2020 年度末より台北市内の在宅サービスを利用
する地域在住高齢者と家族介護者 55組 110 人を研究対象とした。 

インドネシア： 
   インドネシア大学の研究チーム（Associate Prof. Hening ら）により倫理審査の承認
を得たのち、2019 年 7 月からジャカルタ市において地域在住高齢者と家族介護者 126
組 252 人を研究対象とした。 

 調査項目は以下とした。 
①の調査に使用する機器は、睡眠状況のデータ集積には活動量計及び活動データ解析ソフト
（ActiGraph, Florida, USA）、家庭血圧の測定は家庭血圧計（OMRON, Tokyo, Japan）、質問項目
は介護負担感尺度（J-ZBI_8；2016 年に管理者よる使用許諾済み）、Positive and Negative Affect 
scale (PANAS)を活動量計・家庭血圧計とともに 2週間連続して回答する調査方法とし、個人内
変動を考慮したマルチレベル分析を行った。また、ベースラインと調査最終日には主観的な睡眠
データ（PSQI；管理者よる使用許諾済み）、抑うつ尺度（GDS15；管理者よる使用許諾済み）、WHO-
5 Wellbeing index（管理者よる使用許諾済み）などの各種尺度を用いて調査した。 
 ②の国際比較データの調査項目は、在宅で生活する要介護高齢者とその家族介護者の年齢、性
別などの対象者特性、主観的な PSQI、GDS15、WHO-5 Wellbeing index などに尺度を絞り調査し
た。 
 
４．研究成果 
①の日本における対象者特性は Table1に示す結果となった。特に家族介護者における睡眠時
間と介護負担感やポジティブ感情、ネガティブ感情への関連因子についての横断研究と縦断研
究の結果は 2本の論文にまとめ、国際誌で研究成果を発信した（Ryuno H, et al. Psychogeriatrics 
2020, Ryuno H, et al. Journal of Geriatric Psychiatry and Neurology 2020）。 

縦断的に解析した論文
では、家族介護者におい
て、睡眠時間と介護負担
感やポジティブ感情、ネ
ガティブ感情との関連に
は、Figure1 に示すよう
な就労の有無が個人差要



因として関連する仮
説モデルを検証した
（Ryuno H, et al. 
Journal of Geriatric 
Psychiatry and 
Neurology 2020）。 
最終的には 25 組

50 人の研究対象者
が平均 29.1±9.6 日
調査に参加し、合計
866 時点の多時点デ
ータを収集できた。
その結果、就労する
家族介護者は有意に
介護負担感とネガテ
ィブ感情が高く、睡
眠時間と入床時間
（横になっている時
間）が有意に短いこ
とが明らかになった
（Table1）。 
 
 
 
 
 
 
 
 

更に、睡眠時間と介護負担感やポジティ
ブ感情、ネガティブ感情との関連は、就労
する家族介護者において前日の睡眠時間
が短くなるほど翌日の介護負担感が大き
くなることが明らかとなった（Figure2）。 
 これらの研究成果は、11th IAGG Asia 
Oceania Regional Congress 2019 におい
てシンポジウムと研究発表、22nd East 
Asia Forum of Nursing Scholars 2019と
いった国際学会で発表するとともに、
Award to Finalist for Poster Presentation
や令和元年度神戸大学名谷保健科学賞（教
員の部）で受賞するなど国内外で多くの成
果発表の機会を得た。 
 ②の日本、台湾、インドネシアとの 3か
国間比較調査では、日本の家族介護者にお
いて介護負担感が有意に高い結果となっ
た。要介護高齢者においては、睡眠と抑う
つとの有意な関連が認められ（β=0.203, 
p<.01）、日本やインドネシアよりも台湾に
おいてその関連が認められる傾向が確認
された。2020年度から 2021年度にかけて
の新型コロナウイルス感染症の流行によ
る特に日本における高齢者施設での調査
の遅延、台湾におけるロックダウン及びそ
の影響による本研究期間の延長があった
ことから、今後、家族介護者におけるデー
タを更に分析し、国際比較調査の結果を国
際学会や国内外の学術雑誌への報告を予
定している。 
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